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１月８日（金）校内書き初め会１月８日（金）校内書き初め会
校内書き初め会を行いました。尾上先生

に御指導をいただきながら、２学期から練
習してきました。この日は、今までで一番
よい作品を仕上げようと、どの子も真剣に
自分のめあてに向かって取り組みました。
作品は廊下に掲示されていますが、重ねて
貼ってきた作品に一人一人の上達の様子が
あらわれていました。

１月１４日（木）おはよう運動１月１４日（木）おはよう運動
厳しい寒さの中ですが、毎週木曜日に

「おはよう運動」を実施し、心身ともに
健康で、たくましい体づくりに励んでい
ます。はじめに、音楽に合わせて準備体
操をします。次に、一人一人が短なわと
びで、「前まわしとび３分間」にチャレン
ジしています。みんな白い息を吐きなが
ら、最後まであきらめずに跳んでいます。
寒さに負けない、風邪にも感染症にも負
けない体力をつけさせていきます。

１月１８日（月）ドローンによる写真撮影１月１８日（月）ドローンによる写真撮影
羽生消防署の協力のもと、ドロー

ンによる写真撮影が行われました。
子供たちは大喜びで、空に浮かぶド
ローンを興味深く見ながら、大きく
手を振っていました。子供たち、ま
た職員にとっても貴重な体験になり
ました。撮影の機会をいただいたこ
とに心から感謝申し上げます。

１月２０日（水）地震・火災を想定した避難訓練１月２０日（水）地震・火災を想定した避難訓練
『備えあれば憂い無し』の言葉どおり、日頃から万が一

を想定して備えるのは大切なことです。今回は地震後、火
災が発生したことを想定して避難訓練を実施しました。強
い揺れの中で自分の身を守ることや防火シャッターが降り
た場合の避難の仕方も学びました｡「お・か・し・も・ち」
の約束を守り、落ち着いて避難することができました。

１月１９日・２６日 英語集会１月１９日・２６日 英語集会
～ALTによる読み聞かせ～～ALTによる読み聞かせ～

英語集会として、１～３年生と４～６年
生の２回に分けて、ALTによる読み聞かせ
を行いました。ALTが英語で絵本を読み、
それを子供たちは聞いたり、じっと絵を見
たりしながら、話の内容を想像し、楽しん
でいました。こうした英語に触れる機会が
たくさんあるのも、本校のよさでもありま
す。 Let's enjoy English!
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日本の伝統に触れる 節分の日に
「鬼は外。福は内。」２月２日は節分です。今年の節分は、地球が太陽
をまわる周期と暦のずれの影響で124年ぶりに２月２日が節分となる珍
しい年です。暦の１年は365日ですが、地球は太陽の周りを365.2422日
でまわっています。「2422」という端数は４年でほぼ１日となるため、
うるう年を設けて解消しています。しかし、うるう年だけでは解消でき
ないため、節分の日が２月３日前後で変わることが起きてきます。
もともと節分は、立春、立夏、立秋、立冬など、季節が変わる前日としていましたが、

現在では立春の前日の節分だけが残りました。では、なぜ、節分に豆まきをするのでしょ
うか。立春を一年の始まりと考えると、節分は一年の最後の日「大晦日」になります。そ
こで、人に悪いことをしようとする鬼や化け物、悪い心などを追い払って、新しい年を迎
える意味を込めて豆まきをするようになったようです。
豆は「魔滅」と書いて悪魔をほろぼすとか、「魔目」と書いて悪魔の目に投げるとか言

われ、鬼に向かって豆を投げて一年の無病息災を願ったということです。ところで、鬼と
いう名がつく神社では「鬼は外」ではなく「鬼は内」と言う場所もあります。
節分は昔から続いている日本伝統の年中行事です。豆まきなど節分の行事をする家庭も

多いはずです。子供たちも、自分自身の悪い心や弱い心を追い払って、楽しく元気に学校
生活を過ごしてほしいと思います。特に今年は「新型コロナウイルス感染症」の終息を願
って豆まきをしたいものです。

挨拶は大人から 学校運営協議会から
１月２７日に、第３回学校運営協議会を開催しました。本年度

最後の会議として、教育活動の様子、学校教育アンケートの結果、
学力の状況について説明して、意見交換をしました。
委員の皆様からいただいた御意見の一部を紹介します。

・挨拶については、大人から挨拶するように学校と家庭で連携していきたい。
・大人から挨拶をしていけば、必ず子供の声が返ってくるようになる。
・家の庭で仕事をしていると、１年生の子が必ず挨拶してくれるようになった。
・地域のお寺の集まりの時、遠くから「こんにちは」と挨拶をしてくれた子がいた。
・学力調査の結果を見ると、国や県の平均を超えているので学力が伸びている。
・小規模校のよさを生かし、これからも村君小の教育が花開くようにしてほしい。
・コロナ禍でも、予定どおり教育活動が進んでいる。先生方が工夫しながら子供たち
の心に残る行事をしてもらい有り難い。

挨拶については、大人から積極的に声かけすることの大切さ、地域での子供たちの挨拶
の様子など、貴重な御意見をいただきました。学力については、羽生市学力アップテスト
の結果を見ると平均を上回り概ね良好な状況です。委員の皆様の意見やアンケートの結果
を今後の学校経営の改善に生かしてまいります。




